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1. はじめに
バナー広告や動画広告などのインターネット広

告の市場規模は，2020年度にマスコミ四媒体広告
費用の合計に匹敵する市場規模となった [1]．しか
し，残念なことに現時点でこれらの広告は「煩わ
しい」「鬱陶しい」存在として認識されることが多
い．この原因は，現状の広告配信面の精度，広告文
や広告画像などの広告クリエイトそのものの質が
低いため，個人の嗜好やコンディションに即した
広告が配信されていないからだと考えられる．す
なわちインターネット広告には非常に大きな最適
化の余地が残されている可能性が高い．
　 negocia株式会社ではこの問題の解決に向けて，
広告運用最適化技術および広告クリエイト自動生
成技術の開発に取り組んでいる．広告運用最適化
技術では，広告配信先の適切なターゲティングお
よび，限られた予算中での広告効果の最大化を実
現する最適化技術を開発している．広告クリエイ
ト自動生成技術では，自然言語処理技術と効果推
定を組み合わせて高品質な広告クリエイトを自動
的に生成する技術の開発に取り組んでいる．本交
流会では各技術の概要を述べる．
2. 広告運用最適化
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図 1: 日予算最適化と入札額最適化

2.1. 日予算最適化
広告運用ではGoogle, Yahoo, Facebookなど運

用すべき媒体が複数存在する (図 1)．広告の相性は

媒体やセールなどの状況によって異なるため，最
も売り上げなどの効果が高い媒体に予算を適切に
配分しなければならない．また各媒体には，顧客
要望に応じて効率目標が設定されている場合も多
く，予算制約および効率目標を守りながら最も効
果が高い予算配分を決定することは難しいケース
が多い．
　この問題に対して我々は，複数のKPI制約を考
慮した日予算最適化問題に対する制約追加アルゴ
リズム及び逐次二次計画法ベースでの最適化手法
を提案した [2]．これにより，複数制約が存在する
場合であっても制約条件の優先順位に応じて制約
違反を少なくするような日予算最適化を実現した．
2.2. 入札額最適化
媒体ごとに日予算を決定した後は，日予算に収
まる範囲内で媒体内の広告に対して，広告がクリッ
クされた媒体へ支払う入札額を決定しなければな
らない．低すぎる入札額は競合他社との入札に競
り負けてクリックが発生せず機会損失を被る恐れ
がある一方，高すぎる入札額は効率悪化と予算超
過を招く可能性がある．そのため，過去の実績デー
タから価格に対する広告効果を予測し，複数広告
の中から最も効率が良い入札額の組み合わせを決
定しなければならない．
　この問題に対して我々は，Yang ら [3]によって
導出された最適入札戦略をベースにフィードバッ
ク制御を用いて逐次的に入札額を決定する技術を
開発した．これによって過去の実績データをもと
に，広告ごとに最適な入札額を入札戦略から算出
し，媒体ごとの予算制約と効率目標に追従しなが
ら最適な入札額を計算することが可能となった．
2.3. オフライン評価基盤の構築
日予算最適化や入札額最適化では一定頻度でア
ルゴリズムをアップデートすることを想定してい
るために，新しいアルゴリズムのオンラインでの
性能を推定できることが望ましい．現在我々は，シ
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ミュレーションによって，オフライン強化学習や
オフライン評価の促進可能性を検討 [4]している．
今後はこれら評価やシミュレーション手法を用い
ることで，新たに開発したアルゴリズムのオンラ
インおよびオフラインでの定量評価技術の開発を
目指す．
3. 広告クリエイト自動生成
たとえ広告運用を極限まで最適化したとしても，

元の広告文やバナー画像などの広告クリエイト自
体に魅力が少なければ広告効果を最大限発揮する
ことはできない．従って広告クリエイト自体の魅
力を高めることは，広告主にとって最重要課題で
ある．しかし，広告クリエイトの作成現場では現
状，熟練者の経験と勘に頼る側面が強く，作成す
べき広告クリエイトの量が増える中で，限られた
人材でコストを抑えながら魅力的で高品質な広告
クリエイトを大量に作成することは技術的にも作
業者負荷的にも難しい課題がある．
3.1. 広告文自動生成
これに対して，我々は東工大と共同で自然言語

処理技術活用した広告文自動生成システムを開発
している．Ishizukaら [6]は，広告の検索キーワー
ドと広告クリック後に表示される商品のランディ
ングページ (LP)を入力として，広告文のセットを
出力する Transformerをベースとしたモデルによ
る広告文自動生成モデルを提案している．この開
発によって，人によって作成された広告文と同等
品質の広告文が生成されていることを確認した (図
1)．また黒木ら [5]は，作成する広告文に対して，

表 1: 広告文の生成例
LP キーワード ⽣成⽂
https://c
ommerce
flow.com

Commerce 
Flow

国産で唯⼀の広告運⽤ツール-
キャンペーン構成を最適な形に-
Commerce Flow は、スポンサー
広告運⽤を最適な広告運⽤ツー
ルです。

指定キーワードを含める技術を提案している．こ
の技術によって，広告文に対して任意の指定キー
ワードを含めることが可能となり，よりユーザー
の要望にマッチした広告文が生成できる可能性を
示した．

4. おわりに
negocia株式会社では，うれしい広告の実現をビ
ジョンとして，広告運用最適化技術および，広告
クリエイト生成技術の開発に取り組んでいる．今
後は，広告運用最適化では，不確実性状況下にお
ける意思決定技術の開発に努めたい．また，広告
クリエイト生成技術では，広告文のみならず広告
画像や動画などのクリエイトの自動生成まで実施
する他，より高精度な広告文自動生成技術の開発
も目指す．
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